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鹿
部
消
防
団
恒
例
の
出
初
式
が
、
１

月
２
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
松
本
団
長
以
下
六
十
一
名

の
団
員
と
出
来
澗
婦
人
消
防
隊
八
名
、

来
賓
二
十
五
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、

新
春
に
「
今
年
一
年
の
無
火
災
」
を
誓

い
あ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
団
活
動

に
永
年
勤
続
し
功
労
の
あ
っ
た
方
々
の

表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

（
敬
称
省
略
）
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第
二
分
団
元
副
分
団
長　

新
田　

邦
雄

第
二
分
団
元
部
長　
　
　

小
笠
原
和
夫

第
二
分
団
元
団
員　
　
　

木
村　

正
明

第
四
分
団
元
団
員　
　
　

八
木
橋
勝
則
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第
四
分
団
班
長　
　
　
　

山
内　

秀
樹

�
�
�
�
�
�

第
一
分
団
団
員　
　
　
　

中
村　

憲
市

第
一
分
団
団
員　
　
　
　

福
村　

直
仁

第
三
分
団
団
員　
　
　
　

藤
林　

一
也

第
三
分
団
団
員　
　
　
　

盛
田　

孝
之

第
四
分
団
団
員　
　
　
　

渡
辺　

庄
一

第
四
分
団
団
員　
　
　
　

松
川　

公
仁

第
四
分
団
団
員　
　
　
　

挽
野　

孝
志

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

第
三
分
団
分
団
長　
　
　

岩
島　
　

隆

第
三
分
団
副
分
団
長　
　

盛
田　

武
一
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第
三
分
団
分
団
長　
　
　

岩
島　
　

隆

第
三
分
団
副
分
団
長　
　

盛
田　

武
一

�
�
�
�
�
�
�
　

第
一
分
団
班
長　
　
　
　

坂
本　

新
一

第
二
分
団
班
長　
　
　
　

吉
田　

雅
之

�
�
�
�
�
�

第
三
分
団
団
員　
　
　
　

盛
田　

孝
之

第
四
分
団
団
員　
　
　
　

渡
辺　

庄
一

第
四
分
団
団
員　
　
　
　

松
川　

公
仁

�
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�
�
�
�
�
	



�
�
�
�

第
二
分
団
班
長　
　
　
　

浦　
　
　

一

第
三
分
団
班
長　
　
　
　

原
田　

毅
彦

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�

第
一
分
団
班
長　
　
　
　

松
崎　

伸
康

第
二
分
団
班
長　
　
　
　

野
田　

順
一

◇　
　

◇　
　

◇

　

こ
の
度
の
受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
の
益
々
の
ご
活
躍

を
ご
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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　平成１８年度鹿部町教育委員会表彰式が、１２月１２日（火）、中央公民館において開催されました。

　この表彰は、当町における学校教育・社会教育の発展に寄与された功績顕著な方に贈られるもので、本

年度は次の方々が受賞されました。

　渡島リハビリテーションセンター

介護員として勤務し、身体障害者療

護施設において入所者の指導訓練や

生活援助にあたり、勤務態度も良好

で多くの方からの信望も厚く、福祉

施設にふさわしい職員であり他の模

範となっている。

�������	
�����

�����������������	

こ やま した ます よ

�������	
����
　１月９日、中央公民館において、幼児から中学生までが参加し、書初め大会が

開催されました。

　年々参加者が減る中、参加された１１名の子ども達は、今年１年の決意を込め大

筆を使って「かどまつ」「つよい子」「明るい心」「正月七草」などの学年別の課題

を書き上げ、一番出来の良い作品を選び提出いたしました。
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の むら
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※ほたての即売については公園入口前でも購入すること
ができます。
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９，９４９１，２１１．７かじか４２１，６８５，５６３２４８，３３３．５すけそ
５１，０６２９８．１ひらめ２６，４７７，０４１３９，９０１．５たこ

２，１２０，７３７４７，８５１．１はたはた１，３４４，５３９８，４４０．７さけ
８，２９１，２６５７，３０５．４うに６，０３０３５．９ます
４，３３５１３７．２さば２１，５２６，３００１３４，３６４．９いか
５５６，６６９４，２１３．０たら２，９９５，９８８４，５４６．４かれい
１６１，８９３２，０８２．１つぶ１１３，５７３，０１５４４，５２２．０なまこ
４１３，９７５３，１２２．０ほたて９１２３．４あぶらっこ
２３，６７１４８．８いわし６３，５３５５２０．５黒そい

１，３９１，７０３１９，９４３．６その他魚類３２３，６３６５，８０６．４ほっけ
１０，６３２５４．７がや

��������	


�������	 
�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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　平成１９年１月２５日（木）札幌市で開催された平成１８年度「育てる漁業研究会」で、鹿部町で実施されて
いるナマコ中間育成事業（養殖試験）について、北海道立栽培水産試験場生産技術部　科長　酒井勇一氏
より講演がありました。
　今回の研究会のテーマは、「今　ナマコを考える」ということで、近年ナマコの価格が高騰し、漁業関係
者から明るい声とともに、今後の市況と資源状況に対する不安や、種苗生産・放流技術に対する期待が大
きくなってきている中、ナマコに関する様々な知識を高め、漁業者、技術者、行政が参加して論議されま
した。

�������	
�������
�������	
���
　　火山活動は静穏に経過しました。わずかな山体膨張や、２００３年９月以降見られている昭和４年火口からの弱い
噴気は引続き観測されています。
　　平成１８年は火山情報の発表はありませんでした。
���
　������２００３年９月以降見られている昭和４年火口からの弱い噴気が時々観測されました。噴煙の状況に特

に変化はありませんでした。
　�������	
�５月１５～１９日及び１０月２３日～２８日に実施した調査観測では、昭和４年火口及びその周辺の

熱活動に大きな変化はなく静穏な状態が続いていました。また、６月３０日及び１０月３０日に北海道開発局の協力
を得て実施した上空からの観測では、昭和４年火口及びその周辺の火口や地熱域の状況に変化はありませんで
した。

　・��������１０月２３～２７日に実施した全磁力繰り返し観測では、山体内部の温度上昇を示す変化は認めら
れませんでした。

　������１１月に微小な一時的にややまとまって発生した他は、地震活動は低調な状態で経過しました。火山
性微動は観測されませんでした。

　������ＧＰＳ連続観測では、季節変動の影響も見られますが、わずかな山体膨張を示す基線長の伸びの傾
向が引続き認められています。ＧＰＳ繰り返し観測では、昭和４年火口を挟む複数の基線でわずかな伸びが引
続き観測されました。

１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月３月２月１月２００６年
０３００１００００１００Ａ点地震回数
３２５１１２５２１２０２３２３剣ヶ峯東地震回数
００００００００００００Ａ点微動回数

�������	
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地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

９
月　

日
付
け
で
専
決
処
分
し

２５

た
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
第
４
回
全
道
８
人

制
サ
ッ
カ
ー
大
会
函
館
地
区
大

会
に
お
い
て
決
勝
リ
ー
グ
で
鹿

部
中
学
校
が
３
位
と
な
り
、
全

道
大
会
へ
の
出
場
が
決
定
し
た

こ
と
に
伴
い
、
開
催
地
の
網
走

市
へ
の
引
率
者
も
含
め
た
経
費

　

万
円
を
追
加
措
置
し
た
も
の

５８で
す
。
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月　

日
付
け
で
専
決
処
分

１１

２７

し
た
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
ボ
イ
ル
ホ
タ
テ
貝

殻
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
に
係
る
鹿

部
町
水
産
加
工
業
協
同
組
合
に

対
す
る
補
助
金
と
し
て
４
百
万

円
を
追
加
措
置
し
た
も
の
で
す
。
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鹿
部
バ
イ
パ
ス
道
路
整
備
事

業
に
架
か
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
プ
ー
ル
に
併
設
し
、
新

た
に
建
設
し
た
、「
い
こ
い
の

�
��
�

�������	
��

湯
」
の
施
設
管
理
運
営
を
円
滑

に
行
う
た
め
本
条
例
を
制
定
し

た
も
の
で
す
。

　

尚
、
従
来
の
鹿
部
町
老
人
い

こ
い
の
家
条
例
は
、
附
則
に
て

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
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鹿
部
町
税
条
例
は
、
地
方
税

法
に
基
づ
き
、
昭
和　

年
に
制

２５

定
さ
れ
、
こ
の
間
、
法
律
の
改

正
に
伴
い
、
税
条
例
も
そ
の
都

度
一
部
改
正
が
な
さ
れ
て
き
て

お
り
ま
す
が
、
条
文
に
お
い
て
、

国
が
示
し
て
い
る
準
則
に
沿
っ

て
い
な
い
部
分
も
あ
り
、
大
幅

な
改
正
を
要
す
る
こ
と
が
判
明

し
た
こ
と
か
ら
、
本
条
例
の
一

部
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
鹿
部
町
税
条
例
の
一
部

改
正
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

中
身
は
全
部
改
正
の
内
容
で
あ

り
ま
す
。

　

理
由
は
、
附
則
の
規
定
に
つ

い
て
は
全
部
改
正
す
る
こ
と
に

よ
り
、
過
去
の
経
過
が
消
え
て

し
ま
う
こ
と
か
ら
、
全
部
改
正

で
は
な
く
一
部
改
正
と
い
う
表

現
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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国
が
示
し
て
い
る
市
町
村
税

条
例
準
則
に
お
い
て
は
、
市
町

村
の
国
民
健
康
保
険
税
に
お
い

て
も
独
立
し
た
条
例
と
な
っ
て

お
り
、
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

う
改
正
案
も
別
様
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
税
条
例

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
税
条
例

か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の
条
文

を
削
除
し
、
新
た
に
独
立
し
た

鹿
部
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

を
制
定
し
た
も
の
で
す
。
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
千
７

百　

万
５
千
円
を
追
加
し
、
予

８３
算
総
額
、　

億
３
千
７
百　

万

２７

５１

９
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
北
海
道
知
事
・
北

海
道
議
会
議
員
選
挙
に
係
る
執

行
経
費
２
百　

万
７
千
円
の
追

５６

加
、
資
源
ゴ
ミ
処
理
委
託
料
と

し
て
４
百　

万
９
千
円
の
追
加
、

８１

町
道
水
源
地
道
路
線
の
旧
エ
ス

バ
イ
エ
ル
、
現
、
竹
林
木
材
用

地
購
入
費
、
１
千
８
百
万
円
の

追
加
、
町
道
宮
浜
道
路
線
改
良

工
事
請
負
費
で
３
百　

万
円
の

５０

追
加
、
駒
ヶ
岳
演
習
場
障
害
防

止
対
策
事
業
工
事
請
負
費
１
千

２
百　

万
５
千
円
の
追
加
が
主

１０

な
も
の
で
す
。
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内
容
は
、
保
険
給
付
費
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費
の
見
込

み
予
定
額
に
よ
る
３
百　

万
円

４０

の
減
額
、
高
額
介
護
等
サ
ー
ビ

ス
費
３
百　

万
円
の
追
加
で
、

４０

補
正
額
が
減
額
と
追
加
額
が
差

し
引
き
ゼ
ロ
と
な
っ
た
た
め
の

補
正
額
の
無
い
補
正
で
本
年
度

の
予
算
総
額
に
変
更
は
な
く
、

２
億
２
千
３
百
５
万
１
千
円
の

ま
ま
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
��
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�



���������（７）

�
�
�
�
�

　

平
成　

年
６
月
に
国
会
で
議

１８

決
さ
れ
た
「
高
齢
者
の
医
療
の

確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
っ

て
、
平
成　

年
４
月
か
ら　

歳

２０

７５

以
上
の
方
等
を
対
象
と
し
た
新

た
な
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

創
設
さ
れ
、
都
道
府
県
単
位
で

す
べ
て
の
市
町
村
が
加
入
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
施
行
準
備
の
た
め
、
平
成　
１８

年
度
の
末
日
ま
で
に
広
域
連
合

を
設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
、
関
係
市
町
村
議
会
の
議
決

に
よ
り
規
約
を
定
め
、
知
事
の

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
議
会
の
議
決
を

求
め
た
も
の
で
す
。
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従
来
か
ら
岸
壁
、
物
揚
場
な

ど
の
漁
港
施
設
と
し
て
整
備
を

進
め
て
お
り
ま
し
た
鹿
部
漁
港

区
域
内
の
公
有
水
面
埋
立
て
工

事
完
成
箇
所
に
つ
い
て
、
公
有

水
面
埋
立
て
法
第　

条
第
１
項

２２

の
規
定
に
基
づ
き
、
北
海
道
知

事
か
ら
認
可
の
あ
っ
た
２
、
６

８
９
。　
�
を
新
た
に
生
じ
た

９８

土
地
と
し
て
確
認
す
る
た
め
、

地
方
自
治
法
第
９
条
の
５
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決

を
求
め
た
も
の
で
す
。
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新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認

に
つ
い
て
」
に
関
連
す
る
も
の

で
地
方
自
治
法
第
２
６
０
条
の

規
定
に
伴
う
一
連
の
手
続
き
で
、

公
有
水
面
の
埋
立
て
に
よ
り
、

２
、
６
８
９
。　
�
を
編
入
し

９８

た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
本

町
の
面
積
は
、
１
１
０
。　

平
５９

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
り
ま
し

た
。
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平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
、

１９

渡
島
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
へ

檜
山
支
庁
管
内
の
江
差
町
、
上

ノ
国
町
、
厚
沢
部
町
、
乙
部
町
、

奥
尻
町
、
今
金
町
、
せ
た
な
町

の
７
町
を
加
入
さ
せ
る
た
め
の

規
約
の
一
部
改
正
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
当
該
機
構
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
は
、

１
市　

町
と
な
り
、
名
称
を
渡

１６

島
・
檜
山
地
方
税
滞
納
整
理
機

構
と
し
、
議
会
の
組
織
を
変
更

し
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴

っ
て
、
収
入
役
を
会
計
管
理
者

と
す
る
も
の
で
す
。
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地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い

規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
も
の

で
、
内
容
は
、
助
役
制
度
を
見

直
し
、
助
役
を
副
広
域
連
合
長

と
し
、
現
在
の
構
成
町
の
長
か

ら
選
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
４
人

に
、
今
の
１
人
を
加
え
５
人
と

す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
収
入
役
制
度
に
つ
い

て
も
、
収
入
役
を
廃
止
し
、
会

計
管
理
者
を
置
く
こ
と
と
し
、

更
に
、
補
助
職
員
の
関
係
で
吏

員
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
に
よ

る
文
言
の
削
除
で
す
。

以
上
の
変
更
に
つ
い
て
、
地
方

自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
議
会

の
議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
　

「
渡
島
廃
棄
物
処
理
広
域
連

合
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て
」
と
同
様
に
、
南
渡

島
消
防
事
務
組
合
に
お
い
て
も
、

地
方
自
治
法
第
２
９
２
条
の
規

定
に
よ
り
、
市
町
村
に
関
す
る

規
定
の
準
用
が
な
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
改
正
地
方
自
治
法
が
適

用
さ
れ
、
収
入
役
に
つ
い
て
は

廃
止
、
ま
た
、
南
渡
島
消
防
事

務
組
合
に
置
か
れ
て
い
る
助
役

に
つ
い
て
も
そ
の
設
置
根
拠
が

な
く
な
る
た
め
副
管
理
者
と
す

る
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

　

公
有
水
面
を
埋
立
て
す
る
場

合
に
、
公
有
水
面
埋
立
法
第
２

条
の
規
定
に
よ
り
、
事
業
主
体

は
知
事
の
免
許
を
受
け
、
そ
の

場
合
、
知
事
は
、
同
法
第
３
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
地
元

市
町
村
長
の
意
見
を
求
め
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
長
は
、
意
見
を
述
べ
よ
う

と
す
る
際
に
、
同
条
第
４
項
の

規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
議
会
の

議
決
を
求
め
た
も
の
で
、
知
事

か
ら
諮
問
あ
っ
た
係
留
施
設
及

び
輸
送
施
設
用
地
の
造
成
工
事

に
伴
う
字
本
別
２
７
５
番
２
、

２
７
３
番　

地
先
の
公
有
水
面

１８

埋
立
て
に
つ
い
て
は
、
異
議
が

な
い
旨
、
回
答
し
ま
し
た
。

　

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関

係
省
庁
等
へ
提
出
し
ま
し
た
。
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【
提
出
先
】

　

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長

　

内
閣
総
理
大
臣
・
総
務
大
臣

　

財
務
大
臣
・
農
林
水
産
大
臣

　

環
境
大
臣
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【
提
出
先
】

　

内
閣
総
理
大
臣
・
総
務
大
臣

　

厚
生
労
働
大
臣
・
財
務
大
臣

　

文
部
科
学
大
臣

�
�
�
�
�
�
�

�
��
�



��������� （８）

　

当
町
の
防
災
計
画
の
中
で
、

駒
ケ
岳
噴
火
時
の
避
難
場
所
と

し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
体
育
館
、
小
・

中
学
校
、
総
合
体
育
館
、
中
央

公
民
館
の
５
ヶ
所
が
指
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

噴
火
時
の
避
難
は
長
期
に
渡

る
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の

際
に
は
衣
食
住
に
あ
た
る
寝
具
、

食
料
、
水
な
ど
十
分
と
言
え
な

い
ま
で
も
、
ど
う
に
か
供
給
さ

れ
る
事
は
日
本
国
内
で
起
き
て

い
る
様
々
な
災
害
の
避
難
状
況

を
伝
え
る
テ
レ
ビ
報
道
な
ど
を

見
て
も
理
解
は
で
き
ま
す
。
し

か
し
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、
特
に

障
害
を
持
っ
た
方
々
向
け
の
ト

イ
レ
の
整
備
状
況
は
、
避
難
場

所
５
ヶ
所
の
内
で
車
い
す
の

方
々
が
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
が

整
備
さ
れ
て
い
る
の
は
、
リ
ハ

ビ
リ
体
育
館
、
中
央
公
民
館
及

び
総
合
体
育
館
の
３
ヶ
所
だ
け

だ
と
思
い
ま
す
。

　

残
る
２
ヶ
所
の
避
難
場
所
の

ト
イ
レ
整
備
も
急
務
と
思
い
ま

す
が
、
町
長
の
見
解
を
お
伺
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
町
内
に
数

多
く
あ
る
公
共
施
設
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
対
策
も
遅
れ
て
い
る
状

況
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

　

併
せ
て
町
長
の
考
え
方
を
お

伺
い
し
ま
す
。

　

ご
質
問
は
、
町
内
公
共
施
設

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
対
策
に
つ

い
て
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
が
自
立
し
て

生
活
し
、
積
極
的
に
社
会
参
加

し
て
い
く
上
で
、
ま
ち
全
体
を

障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
利
用

し
や
す
い
も
の
へ
と
変
え
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
が
、
近
年
、

広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

当
町
で
は
、
平
成　

年
３
月

15

に
策
定
さ
れ
た
、
高
齢
者
保
健

福
祉
総
合
計
画
の
中
で
、『
本

町
の
公
共
施
設
は
、
昭
和　

年
40

か
ら
昭
和　

年
に
建
築
さ
れ
た

60

も
の
が
多
く
、
建
替
え
や
新

築
・
改
修
時
等
に
手
摺
や
ス

ロ
ー
プ
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
努
め
る
。』と
書
か
れ
て
お

り
ま
す
。
又
、
平
成　

年
３
月

18

に
策
定
さ
れ
ま
し
た
、
新
た
な

福
祉
総
合
計
画
で
も
、「
安
全

な
暮
ら
し
の
確
保
」
と
の
観
点

か
ら
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推

進
す
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
を
基
に
、
公

民
館
の
リ
ニ
ュ
ア
ル
・
本
別
中

央
会
館
、
鹿
部
会
館
、
大
岩
地

域
会
館
な
ど
改
築
・
新
築
に
は

ス
ロ
ー
プ
・
手
摺
な
ど
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
し
て
参
り
ま
し

た
、
更
に
は
、
バ
イ
パ
ス
工
事

に
伴
い
、
憩
い
の
湯
は
勿
論
の

こ
と
、
こ
の
度
行
い
ま
し
た
、

鹿
部
公
園
内
の
ト
イ
レ
改
修
に

つ
い
て
も
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

と
水
洗
化
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
こ
か
ら
、
決
し
て
遅
れ
て
い

る
状
況
と
は
思
っ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
ご
指
摘
の
避
難
所
と
な

る
小
中
学
校
、
特
に
小
学
校
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
長
期

避
難
の
拠
点
と
な
る
施
設
と
し

て
、
現
在
防
災
計
画
の
見
直
し

を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ

の
中
で
出
来
る
も
の
で
あ
れ
ば

早
急
に
検
討
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

避
難
所
と
し
て
も
大
切
で
す

け
ど
も
小
学
校
、
中
学
校
と
い

う
の
は
沢
山
の
児
童
、
生
徒
が

通
学
し
て
い
る
所
で
す
。

　

今
の
建
物
に
は
、
車
椅
子
の

ト
イ
レ
、
ス
ロ
ー
プ
さ
え
着
い

て
い
な
い
。

　

子
供
が
け
が
や
病
気
等
で
歩

け
な
く
な
っ
た
時
に
、
す
ぐ
対

処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
役
場
の
１
階
や
２
階

の
ト
イ
レ
は
公
共
施
設
と
し
て

一
番
、
町
民
や
町
外
の
方
が
利

用
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

今
の
ま
ま
で
良
い
と
思
わ
れ
ま

す
か
。

　

小
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、

防
災
計
画
の
見
直
し
を
進
め
て

い
る
所
で
あ
り
ま
し
て
、
避
難

所
の
重
点
施
設
と
し
て
位
置
づ

け
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
が
必
要
と
な
っ
て

来
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
早
急

に
整
備
し
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

中
学
校
に
つ
い
て
も
、
年
次
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計
画
で
考
え
て
参
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
役
場
庁
舎
に
つ
い
て

は
、
検
討
し
て
参
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
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平
成　

年
４
月
か
ら
介
護
保

18

険
制
度
改
正
に
伴
い
、
誰
も
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
ら
れ
、
高
齢
者
の
自
立
を
助

け
る
地
域
密
着
型
の
介
護
、
福

祉
基
盤
の
整
備
を
自
治
体
の
自

主
性
や
裁
量
を
生
か
し
て
推
進

し
て
い
く
た
め
の
補
助
制
度
が

あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

拠
点
の
一
つ
と
し
て
「
認
知
症

高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
の

整
備
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
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当
町
に
お
い
て
は
こ
の
施
設

が
未
だ
、
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
対
象
と
な
る
方
々
は
他
の

市
町
の
施
設
利
用
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

　

入
所
を
希
望
し
て
い
る
人
は
、

ま
だ
相
当
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
希
望
さ
れ
て

い
る
多
く
の
方
が
国
民
年
金
受

給
者
で
高
額
な
施
設
利
用
料
金

の
支
払
い
が
困
難
な
為
に
諦
め

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
置
か
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
こ
の
施
設
へ
の
入
所
希

望
者
が
更
に
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

当
町
で
も
、
こ
の
施
設
整
備

が
緊
急
課
題
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
低
所
得
者
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
低
料
金
で
利

用
可
能
な
施
設
整
備
の
補
助
制

度
を
活
用
し
て
い
く
お
考
え
が

あ
る
か
ど
う
か
、
町
長
の
ご
見

解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
の
設
置
に
つ
い
て
、
で
ご

ざ
い
ま
す
が
ご
質
問
の
内
容
は

今
後
、
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
を
低
所
得
者
が
低
料

金
で
利
用
で
き
る
、
補
助
制
度

を
活
用
す
る
考
え
が
、
あ
る
か

と
の
ご
質
問
だ
と
思
い
ま
す
。

　

先
ず
、
施
設
の
必
要
性
は
充

分
に
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
議
員
も
御
承
知
の
と
お

り
公
営
で
の
施
設
整
備
は
困
難

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
理
想
と
す
る
民
間

の
進
出
を
期
待
す
る
の
で
あ
り

ま
す
が
、
民
間
参
入
は
現
在
の

鹿
部
町
の
福
祉
、
医
療
に
関
わ

る
需
要
と
供
給
の
実
態
を
考
慮

し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
新
規
参
入
が

な
い
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
経
営

に
係
る
採
算
性
が
取
れ
な
い
と

の
判
断
が
、
現
状
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
前
段
で
申
し
上
げ

ま
し
た
と
お
り
必
要
性
は
理
解

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
、

民
間
の
動
き
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
町
内
に
あ
る
医
療
機
関

並
び
に
社
会
福
祉
法
人
に
配
慮

し
な
が
ら
、
検
討
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
ご

了
解
を
戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 �

�
�
�
�

　

町
有
林
の
災
害
復
旧
状
況
と

現
況
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年　

月
１
日

１８

１１

�
�
�
�
�

　

担
当
課
か
ら
説
明
を
受
け
、

現
地
視
察
後
、
提
出
の
あ
っ
た

資
料
に
基
づ
き
、
質
疑
を
行
っ

た
。

�
�
�
�
�

　

町
有
林
全
体
の
面
積
４
０
８

�
（
旧
南
茅
部
町
黒
羽
尻
１
０

０�
を
除
く
）
の
内
、
平
成　
１６

年
９
月
の
台
風　

号
に
よ
っ
て
、

１８

　

。　
�
に
上
る
森
林
に
風
倒

６９

１６

被
害
が
発
生
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ら
の
復
旧
の

た
め
、
激
甚
災
害
法
に
基
づ
く

森
林
災
害
復
旧
事
業
の
指
定
を

受
け
、
平
成　

年
度
か
ら
５
カ

１６

年
計
画
で
復
旧
を
進
め
て
い
る
。

　

被
害
地
の
復
旧
に
は
、
風
倒

に
よ
る
被
害
木
整
理
が
急
務
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
激
甚
森
林
災

害
復
旧
事
業
（
激
甚
災
）
の
指

定
を
受
け
た　

。　
�
、
指
定

５４

４２

森
林
災
害
復
旧
事
業（
指
定
災
）

の
指
定
を
受
け
た
６
。　
�
に

８６

つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
中
に

１７

被
害
木
整
理
を
終
了
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
の
雪
解
け
後
、

新
た
な
被
害
箇
所（
宮
浜
学
林
）

７
。　
�
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

８８

か
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、　
１８

年
度
で
被
害
木
整
理
を
終
了
し

て
い
る
。

　

被
害
地
復
旧
の
た
め
の
跡
地

造
林
は
、
今
年
度
か
ら
着
手
さ

れ
て
お
り
、
平
成　

年
度
は
春

１８

期
事
業
で
、
激
甚
災
害
指
定
箇

所
の　

。　
�
に
ト
ド
マ
ツ
、

１０

６１

ミ
ヅ
ナ
ラ
を
植
栽
、
秋
期
事
業

で
同
じ
く
激
甚
災
害
指
定
箇
所

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

�
��
�
��
�
�

４
。　
�
に
ト
ド
マ
ツ
を
植
栽

３６

し
、
今
年
度
の
跡
地
造
林
事
業

を
終
了
し
て
い
る
。

　

残
る
激
甚
災
害
指
定
箇
所
の

跡
地
造
林
に
つ
い
て
は
、
平
成

　

年
度
に　

。　
�
、
を
植
栽

１９

４６

３１

し
、
事
業
完
了
予
定
で
あ
る
。

　

平
成　

年
以
降
に
つ
い
て
は
、

２０

新
た
に
被
害
が
確
認
さ
れ
た
７
。

　
�
の
跡
地
造
林
を
実
施
す
る

８８計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

激
甚
災
害
法
に
基
づ
く
森
林

災
害
復
旧
事
業
の
指
定
箇
所
に

つ
い
て
の
造
林
樹
種
は
基
本
的

に
は
前
生
樹
を
植
栽
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
ト
ド
マ

ツ
を
主
に
造
林
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
が
、
河
川
周
辺
等
に

つ
い
て
は
出
来
る
限
り
ミ
ズ
ナ

ラ
等
の
広
葉
樹
を
造
林
す
る
予

定
で
あ
る
。

　

な
お
、
緑
資
源
機
構
と
分
収

契
約
を
し
て
い
る
、
公
団
造
林

に
つ
い
て
は
、
被
害
発
生
年
の

　

年
度
と　

年
度
に
於
い
て
、

１６

１７

　

。　
�
の
被
害
木
整
理
と
跡

１４

９０

地
造
林
を
実
施
し
完
了
済
み
で

あ
る
。

　

当
町
は
基
盤
産
業
が
水
産
業

で
あ
り
、
森
林
の
持
つ
水
源
涵

養
、
国
土
保
全
機
能
は
漁
業
振

興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
被
害
地
の
早

期
復
旧
を
望
む
も
の
で
あ
り
、

特
に
、
海
洋
へ
の
培
養
効
果
が
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あ
る
と
さ
れ
る
広
葉
樹
の
造
林

を
推
進
し
海
洋
環
境
の
保
全
と

向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

ま
た
、
一
部
の
町
有
林
に
お

い
て
除
間
伐
等
の
整
備
を
必
要

と
す
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
下
刈
り
、

除
間
伐
、
枝
打
ち
等
、
適
正
な

森
林
の
維
持
管
理
を
望
む
も
の

で
あ
る
。

�
�
�
�
�

　

「
森
町
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
」
の
視
察
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年　

月
２
日

１８

１１

�
�
�
�
�

　

現
地
に
て
、
施
設
職
員
に
よ

る
説
明
を
受
け
そ
の
後
、
施
設

見
学
を
行
っ
た
。

�
�
�
�
�

　

こ
の
施
設
は
、
ご
み
の
減
量

化
及
び
資
源
化
を
図
り
環
境
へ

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
リ

サ
イ
ク
ル
施
設
で
平
成　

年
４

１８

月
か
ら
本
格
稼
動
し
て
い
る
。

　

施
設
の
事
業
費
は
建
設
工
事

費
７
億
９
千
４
百　

万
２
千
円
、

４４

施
工
監
理
等
委
託
費
１
千
３
百

　

万
５
千
円
で
総
体
事
業
費
で

１２は
８
億
７
百　

万
７
千
円
と
な

５６

っ
て
い
る
。

　

施
設
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら

排
出
さ
れ
る
缶
類
、
ビ
ン
類
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
そ
の
他
容
器

（
プ
ラ
製
・
紙
製
容
器
）、
発
砲

ス
チ
ロ
ー
ル
・
白
色
ト
レ
イ
、

古
紙
類
（
紙
パ
ッ
ク
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
、
雑
誌
、
新
聞
紙
）
が

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
さ
れ
て
い
る
。

　

缶
類
は
磁
気
選
機
に
よ
っ
て

ア
ル
ミ
・
ス
チ
ー
ル
に
分
け
ら

れ
圧
縮
成
型
機
に
よ
っ
て
成
型

さ
れ
、
ビ
ン
類
は
コ
ン
ベ
ア
手

選
別
に
よ
り
色
分
け
さ
れ
る
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
及
び
そ
の
他

容
器
は
分
別
後
、
圧
縮
包
装
機

に
よ
り
梱
包
さ
れ
、
発
砲
ス
チ

ロ
ー
ル
・
白
色
ト
レ
イ
は
減
容

固
化
機
に
よ
り
成
型
さ
れ
る
。

ま
た
、
古
紙
類
に
つ
い
て
は
そ

れ
ぞ
れ
分
別
さ
れ
貯
留
ヤ
ー
ド

に
収
め
ら
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
処

理
さ
れ
た
成
型
品
は
業
者
に
よ

り
回
収
さ
れ
再
利
用
化
さ
れ
る
。

　

当
町
は
、
こ
の
施
設
の
単
独

設
置
に
は
多
額
な
費
用
を
要
す

る
こ
と
か
ら
、
供
用
開
始
と
な

っ
た
本
年
４
月
か
ら
事
務
委
託

し
た
。

　

施
設
で
の
、
処
理
費
用
（
委

託
料
）
は
１
ト
ン
当
た
り
、
６

６
、
８
８
５
円
（
税
込
み
）
と

な
っ
て
お
り
今
年
度
の
搬
入
見

込
量
は
、
３
５
４
。　

ト
ン
、

８５

予
定
処
理
委
託
料
２
千
３
百　
７３

万
４
千
円
を
見
込
ん
で
い
る
が

９
月
末
ま
で
の
搬
入
量
実
績
で

２
１
５
。
２
ト
ン
、
年
間
見
込

量
の　

。
６
％
が
搬
入
さ
れ
て

６０

い
る
こ
と
か
ら
、
ご
み
減
量
化

に
向
け
た
意
識
啓
発
の
向
上
と

町
民
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
促

進
を
望
む
。

　

ま
た
、
こ
の
施
設
で
の
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
（
紫
色
の

袋
）」の
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
で
の

品
質
評
価
で
は
汚
れ
（
生
ご
み

混
入
）、
危
険
品
（
剃
刀
な
ど
）、

医
療
廃
棄
物
（
注
射
器
な
ど
）

が
混
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

最
も
低
い
Ｄ
ラ
ン
ク
に
評
価
さ

れ
、
改
善
が
見
な
ら
な
い
場
合

は
引
取
り
を
拒
否
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
大
変
深
刻
な
状
況
と
な

っ
て
い
る
。

　

ご
み
の
減
量
化
が
町
財
政
の

負
担
軽
減
と
な
る
こ
と
か
ら
、

防
災
無
線
・
町
広
報
、
更
に
は
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町
内
会
単
位
で
の
説
明
会
な
ど

に
よ
り
、
ご
み
の
分
別
に
関
す

る
マ
ナ
ー
の
向
上
と
資
源
化
に

向
け
た
効
率
的
で
経
済
的
な
ご

み
処
理
体
制
を
確
立
さ
れ
た
い
。
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気
分
が
落
ち
込
む
、
や
る
気
が

で
な
い
、
元
気
が
で
な
い
、
こ
れ

は
誰
も
が
日
常
的
に
も
つ
感
情
で

す
。
そ
れ
に
比
べ
て
「
う
つ
病
」

の
人
の
落
ち
込
み
、
苦
し
み
、
悲

し
み
は
は
る
か
に
深
刻
な
も
の
で

す
。
気
持
ち
の
切
り
替
え
が
で
き

な
い
ま
ま
、
つ
ら
い
状
態
が
い
つ

ま
で
も
続
き
ま
す
。
自
分
の
意
思

で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
、
日
常

生
活
に
も
支
障
を
き
た
し
て
し
ま

う
、
こ
れ
が
う
つ
病
で
す
。
う
つ

病
は
こ
こ
ろ
の
病
で
な
く
脳
の
機

能
障
害
で
、
神
経
伝
達
機
能
の
失

調
を
お
こ
し
て
い
る
状
態
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	



　

う
つ
病
は
、
環
境
の
変
化
や
ス

ト
レ
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
重
な
り
合
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
と
状
況
が
変
わ
っ
た
、
大
切

な
も
の
を
失
っ
た
、
そ
ん
な
時
が

要
注
意
で
す
。
一
般
的
に
は
几
帳

面
、
誠
実
、
仕
事
熱
心
、
責
任
感

が
強
い
と
い
っ
た
性
格
の
人
が
な

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
��

�
�
�
�
�
��
�
�
�
	


�
�

�
�

り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
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�
�
�
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�

�
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□　

毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
な

い
。

□　

こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
や
れ
て

い
た
こ
と
が
、
楽
し
め
な
く

な
っ
た
。

□　

以
前
は
楽
に
で
き
て
い
た
こ

と
が
、
い
ま
で
は
お
っ
く
う

に
感
じ
ら
れ
る
。

□　

自
分
が
役
に
立
つ
人
間
だ
と

は
思
え
な
い
。

□　

わ
け
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
に

感
じ
る
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
２
つ
以
上
あ

て
は
ま
り
、
そ
の
状
態
が
２
週
間

以
上
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
続
い
て
い

て
、
生
活
に
支

障
が
出
て
い
る

場
合
、
う
つ
の

可
能
性
を
考
え

て
み
て
下
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

　

上
の
チ
ェ
ッ
ク
で
２
つ
以
上
に

「
は
い
」
が
あ
っ
た
ら
、
ひ
と
り

で
抱
え
こ
ま
ず
に
、
ど
ん
な
症
状

が
つ
ら
い
の
か
、
気
が
か
り
な
の

か
を
医
師
、
保
健
師
な
ど
に
相
談

し
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�

・　
�
�
�
家
事
や
仕
事
か
ら
一

定
期
間
離
れ
、
心
と
体
を
や

す
め
ま
し
ょ
う
。

・　
�
�
�
�
�
�
�
脳
の
働
き

を
回
復
さ
せ
ま
す
。

・　
�
�
�
�
�
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
、
認
知
行
動
療
法
な
ど
を

通
じ
問
題
解
決
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

・　

言
動
や
行
動
、
体
の
不
調
な

ど
、「
い
つ
も
と
違
う
な
」
と
い

う
変
化
に
早
め
に
気
づ
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
少
し
で
も
気
に

な
っ
た
ら
、
役
場
や
保
健
所
、

医
療
機
関
（
精
神
科
、
心
療
内

科
、
か
か
り
つ
け
医
）
な
ど
に

相
談
す
る
よ
う
勧
め
ま
し
ょ
う
。

・　

う
つ
病
が
改
善
す
る
ま
で
に

は
あ
る
程
度
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
病
気
を
理
解
し
、
長
い
目

で
見
守
り
ま
し
ょ
う
。
気
を
使

い
す
ぎ
て
言
動
が
ぎ
こ
ち
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
今

ま
で
ど
お
り
に
接
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・　

う
つ
病
に
か
か
り
や
す
い
人

は
、
も
と
も
と
、
が
ん
ば
り
屋

で
、
几
帳
面
、
責
任
感
が
強
い

人
。
そ
ん
な
人
が
疲
れ
て
い
る

の
で
す
か
ら
、「
が
ん
ば
れ
」
な

ど
の
励
ま
し
は
禁
物
で
す
。
で

き
る
だ
け
心
身
と
も
に
休
ま
せ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�

役
場
民
生
課
保
健
推
進
係

　
　
　
　

（
℡
７－

５
２
９
０
）

渡
島
保
健
福
祉
事
務
所

子
ど
も
・
保
健
推
進
課
精
神
保
健

推
進
係

（
℡
０
１
３
８－

４
７－

９
５
４
７
）
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住
み
慣
れ
た
地
域
や
場
所
で
、
い
つ
ま
で
も
健
康
に
暮
ら
す
こ
と
は
誰
し

も
の
願
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
病
気
や
ケ
ガ
で
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な

る
こ
と
を
予
防
す
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
か
ら
、『
認
知
症
（
ぼ
け
）
予
防

と
介
護
予
防
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
介
護
予
防
講
演
会
を
開
催
致
し
ま
す
の

で
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

��
�
　

平
成　

年
２
月　

日
（
金
）

１９

１６

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時　

分
ま
で
（
午
後
１
時　

分
受
付
開
始
）

３０

３０

��
�
　

鹿
部
中
央
公
民
館
（
大
ホ
ー
ル
）

��
�
　

石
井　

敏
明　

氏
（
函
館
協
会
病
院　

心
療
内
科　

医
師
）

　
※
次
の
と
お
り
送
迎
車
を
運
行
し
ま
す
。
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高
齢
者
体
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
を
昨
年　

月
か
ら　

月
の
毎
週
１
回
、

１０

１２

総
合
体
育
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

教
室
に
は
、　

歳
以
上
の
方
、
約　

名
が
継
続
し
て
３
か
月
間
参
加
し
、
町

６５

１５

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
や
町
保
健
師
、
渡
島
保
健
所
の
理
学
療
法
士
、

町
内
の
在
宅
看
護
師
ら
と
と
も
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
初
回
と
最
終
回
に
体
力
測
定
を
実
施
し
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
後
に

ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の
も
と
で
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
を
実

施
し
、
可
能
な
方
は
教
室
以
外
で
も
自
宅
で
の
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

皆
で
実
施
す
る
こ
と
で
継
続
で
き
た
と
い
う
達
成
感
を
持
っ
た
方
や
足
の
痛

み
が
和
ら
ぎ
歩
行
が
し
や
す
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
方
も
お
り
、
今
後
も
継

続
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
体
力

や
体
調
に
合
わ
せ
て
膝
・
腰
に
痛
み
の
あ
る
方
も
無
理
な
く
継
続
し
て
運
動
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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�
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１５０，０００円＋（かかった医療費－５００，０００円）×０．０１　（８３，４００円）上位所得者

 ８０，１００円＋（かかった医療費－２６７，０００円）×０．０１　（４４，４００円）一　　　般

 ３５，４００円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （２４，６００円）低　所　得

�������	
�

※（　）内の８３,４００円、４４,４００円、２４,６００円は年４回以上高額療養費に該当した場合の４回目以降の限度
額です。

�������	
��
����

�������	
�������������������	

８０，１００円＋（かかった医療費－２６７，０００円）×０．０１　（４４，４００円）４４，４００円現役並み所得者

４４，４００円１２，０００円一　　　　　般

２４，６００円
８，０００円

Ⅱ
低　所　得

１５，０００円Ⅰ

�������	
�
������

※（　）内の４４，４００円は年４回以上高額療養費に該当した場合の４回目以降の限度額です。
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平
成　

年
分
の
所
得
税
の
確

１８

定
申
告
の
相
談
及
び
申
告
書
の

受
付
が
２
月　

日
（
金
）
か
ら
、

１６

贈
与
税
の
相
談
及
び
申
告
書
の

受
付
が
２
月
１
日
（
木
）
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
の
相
談
、

申
告
書
の
受
付
及
び
納
付
の
期

限
は
３
月　

日
（
木
）、
贈
与
税

１５

の
相
談
、
申
告
書
の
受
付
及
び

納
付
の
期
限
は
３
月　

日（
木
）、

１５

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）
の
確
定
申
告
の
相

談
、
申
告
書
の
受
付
及
び
納
付

の
期
限
は
４
月
２
日
（
月
）
ま

� � � � � � �

�������	
����

��������	
��	���

�������	
���������

��������	������
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�
�

で
で
す
。

　

確
定
申
告
等
は
、
前
年
の

「
申
告
書
の
控
え
」
や
「
確
定

申
告
の
手
引
き
」
な
ど
を
参
考

に
ご
自
分
で
作
成
し
、
お
早
め

に
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
書
は
、
国

税
庁�� ��
【������������������

������������������

�� ��
】
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
簡
単
に
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

作
成
し
た
申
告
書
は
、
送
付

に
よ
り
提
出
で
き
ま
す
。

※
税
務
署
の
閉
庁
日
（
土
・
日

曜
日
・
祝
日
等
）
は
、
税
務
署

で
の
相
談
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
告
書
を
提
出
さ
れ
る

場
合
は
、「
送
付
」
又
は
税
務
署

の
「
時
間
外
文
書
収
受
箱
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

�����

�����
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ

ば
、
税
務
署
に
出
か
け
る
こ
と

な
く
、
国
税
に
関
す
る
各
種
手

続
き
（
①
所
得
税
な
ど
の
申
告
、

②
全
税
目
の
納
税
、
③
各
種
申

請
・
届
出
等
）
が
自
宅
な
ど
か

ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
た
申
告

書
等
デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま
引
き

継
い
で
電
子
申
告
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
是
非�����

�����
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

手
続
等
の
詳
し
い
内
容
は

�����

�����
ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

【��������������������������
��������������������������
】

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
定
率
減
税
に
つ
い
て

　

平
成　

年
以
降
、
景
気
対
策

１１

の
た
め
に
継
続
さ
れ
て
き
た
定

率
減
税
が
２
分
の
１
に
縮
減
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

定
率
減
税
額
は
、
所
得
金
額

か
ら
所
得
控
除
を
差
し
引
い
た

残
り
の
所
得
に
応
じ
た
税
率
で

算
出
さ
れ
た
所
得
税
額
の　

％
１０

相
当
額（　

万
５
千
円
を
限
度
）

１２

と
な
り
ま
す
。

②
寄
附
金
控
除
に
つ
い
て

　

公
益
的
な
活
動
を
行
う
団
体

へ
の
寄
付
を
行
い
や
す
く
す
る

た
め
、
所
得
税
の
寄
附
金
控
除

の
適
用
下
限
額
が
５
千
円
に
引

き
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
函
館
税
務
署
個

人
課
税
部
門
（�
０
１
３
８
・

３
１
・
３
７
４
１
）
又
は
税
務

相
談
室
函
館
分
室
（�
０
１
３

８
・
５
６
・
７
７
５
５
）
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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と　き　平成１９年２月３日（土）
　　　　午前１０時から午後３時３０分まで
ところ　函館市民会館展示室
　　　（�０１３８－５７－３１１１）
問合せ　函館地方法務局総務課
　　　（�０１３８－２３－７５１１　内５１３）
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　森警察署管内では、平成１８年中刑法犯認知件数が前年比－３０件と２年連続で大幅に減少させることがで
きました。
　これは地域のみなさんのご協力があったからこそと思われます。
　今年も、犯罪の発生件数を１件でも多く減少させるためには、地域のみなさんのご協力が必要となって
きます。
　一人ひとりの防犯意識を向上させ、犯罪のない明るいまちづくりを一緒にしていきましょう。

窃盗犯認知件数全刑法犯
認知件数 計自動車盗車上狙い侵入盗

２１件０件４件７件２３件町　内

�������	
���

物損事故傷者数死者数発生件数

８５件２９人０人６件町　内

�������	
�����
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　「まな板」については、「燃やせるゴミ」として排出するようお願いしていましたが、焼却処理過
程において、硬すぎて前処理の破砕ができないなどの支障を来たすことがわかりました。
このため、「まな板」は今後、������として排出してください。
　●�����（木製・プラスチック製ともに）・・・����
　粗大ゴミ申し込み電話　最終処分場　７－３５８４（または役場民生課７－５２９０）
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　分別が悪くルール違反シールを貼られた収集袋がステーションに長期間放置されているところが
目立ちます。このようなものは、排出者の責任の下、再分別して排出していただくようお願いしま
す。
　また、居住地域以外のステーションに排出している例が多く見受けられ、排出された町内会で処
理に苦慮している事例が発生しております。ゴミを排出する際は、居住する地域の決められたス
テーションに排出ください。

※ゴミに関するお問い合わせは、役場民生課　７－５２９０まで
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〇冬道の安全運転のポイント
　・スピードダウンの励行！
　・車間距離の十分な保持！
　・急発進、急ブレーキ、急ハンドル、急加速の禁止
○高齢歩行者の事故防止
　・夜行反射材の着用を
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平成１８年１２月３１日現在
（　　）は前月比です

世帯数　１，８２３世帯（±０）
　男　　２，３５０ 人 （＋１）
　女　　２，４７７ 人 （＋１）
　計　　４，８２７ 人 （＋２）

●６５歳以上の人口 １，１２５人
　高齢化率　　　　２３．３％
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（
注
）お
誕
生
、
お
く
や
み
欄
に
つ
い
て
の

掲
載
は
、
役
場
民
生
課
窓
口
で
掲
載
承
諾

を
頂
い
て
載
せ
て
お
り
ま
す
。


